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ニュース

ＪＲ東労組

本部ＯＢ会

「緑の風」ＪＲＥＵ  ＴＩＭＥＳ  ＯＢ版（ＯＢ会 ニュース  No301 ） 

と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。 

【
交
流
】 

①
社
会
保
障
制
度
の
改
善
に
向
け
「
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ 

Ｂ
連
絡
会
」
及
び
「
日
本
退
職
者
連
合
」
と
連
携

し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

②
中
央
・
地
方
の
退
職
者
連
合
の
取
り
組
み
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
す
。 

③
平
和
を
希
求
し
「
脱
原
発
」「
反
基
地
」「
憲
法
改

悪
反
対
」
等
を
た
た
か
う
仲
間
と
連
帯
し
ま
す
。 

④
三
つ
の
架
け
橋
運
動
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
森

づ
く
り
」
の
活
動
も
20
年
と
な
り
ま
し
た
。
会
員

数
の
減
少
な
ど
の
現
実
に
踏
ま
え
、
地
道
に
続
け

て
き
た
取
り
組
み
の
成
果
を
確
認
し
、
さ
ら
に
継

続
し
て
い
く
た
め
「
森
び
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。 

【
教
宣
】 

①
引
き
続
き
「
本
部
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し

ま
す
。
尚
、
２
０
２
５
年
度
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
、
「
緑
の
風
」
と
と
も
に
各
会
員
宅
へ
年

２
回
（
７
月
と
12
月
予
定
）
郵
送
し
ま
す
。 

②
エ
ル
ダ
ー
会
員
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
同
様
に

年
６
回
郵
送
し
ま
す
。
各
支
部
Ｏ
Ｂ
会
情
報
を
共

有
す
る
た
め
に
各
地
方
に
発
信
し
ま
す
。 

③
会
員
の
皆
さ
ん
に
「
世
界
へ
未
来
へ
９
条
連
ニ
ュ

ー
ス
」
の
購
読
者
拡
大
を
呼
び
か
け
ま
す
。
引
き

続
き
発
送
作
業
を
手
伝
い
ま
す
。 

【
会
議
】 

①
本
部
Ｏ
Ｂ
会
役
員
会
は
、
４
回
開
催
し
ま
す
。 

②
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
会
は
、
10
月
と
２
月

に
開
催
し
ま
す
。 

「Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」発
送
は
年
２
回
と
な
り
ま
す 

こ
の
一
年
、
各
地
本
・
支
部
・
分
会
Ｏ
Ｂ
会
の
皆

さ
ん
に
今
後
の
「
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
、
発

送
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
意
見
を

基
に
総
会
で
提
起
す
る
方
針
を
以
下
の
よ
う
に
確

認
し
ま
し
た
。 

                                                

 

      

 

    

２
０
２
５
年
お
年
玉
ク
イ
ズ
は
１
月
31
日
消
印
で

締
め
切
り
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
昨
年
を
多
少
下
回
り

ま
し
た
が
、
２
１
８
件
で
し
た
。
今
年
は
、
今
後
を
展

望
し
、
メ
ー
ル
で
の
応
募
も
受
け
付
け
、
34
件
あ
り
ま

し
た
。
来
年
以
降
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
挑
戦
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

届
い
た
ハ
ガ
キ
に
は
現
役
に
対
す
る
エ
ー
ル
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
近
況
報
告
や
自
民
党
政
治
へ
の
怒
り
、
国

鉄
改
革
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
な
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
に

対
す
る
怒
り
と
、
悔
し
さ
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

２
月
４
日
、
厳
正
な
抽
選
を
行
っ
た
結
果
、
30
名
の

当
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
当
選
者
へ
の
景
品
に
つ
い
て
は
、
２
，
０
０

０
円
の
ク
オ
カ
ー
ド
と
し
ま
し
た
。 

 

当
選
者
の
皆
さ
ま 

 

敬
称
略 

                  

                 

                

第 29回定期総会を開催します！
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
井 

英
次 

新 
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山
王
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小
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高
橋 

重
雄 
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前
田 

隆
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央 

今
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昭 

中 
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早
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一
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庄 

柳
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伸
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宗
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仙 

台 

熊
谷 

幸
一 

幹 

総 

霜
鳥 

憲
次 

千 
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本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
２
月
19
日
、
本
部
会
議
室
で
２
０

２
４
年
度
第
２
回
幹
事
会
を
開
催
し
、
第
29
回
定
期

総
会
の
議
案
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
東
北
新
幹
線
の
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
す
り
板
破

損
と
台
車
の
異
常
を
知
ら
せ
る
表
示
点
灯
と
２
度
に

わ
た
り
運
転
を
見
合
わ
せ
、
輸
送
障
害
が
発
生
し
た

た
め
、
秋
田
・
仙
台
の
幹
事
が
欠
席
、
盛
岡
・
水
戸

の
幹
事
は
遅
れ
て
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
新
幹
線
の
輸
送
障
害
が
連
続
し

て
い
ま
す
。
３
月
６
日
に
は
、
昨
年
９
月
同
様
は
や

ぶ
さ
・
こ
ま
ち
の
列
車
分
離
事
故
が
あ
り
、
お
客
さ

ま
に
不
安
と
多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

原
因
も
確
定
し
な
い
ま
ま
併
結
運
転
を
再
開
し
、
さ

ら
に
不
安
を
増
幅
さ
せ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
は
安
全

再
確
立
に
取
り
組
む
現
役
を
支
え
ま
し
ょ
う
。 

幹
事
会
で
は
、
総
会
方
針
（
案
）
、
今
後
の
「
Ｏ
Ｂ

会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
・
発
送
に
つ
い
て
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

確
認
さ
れ
た
方
針
の
骨
子 

【
組
織
】 

①
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
現
状
に
踏
ま
え
た
Ｏ
Ｂ
会

組
織
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。 

②
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
新
規
加
入
者
の
減
少
、
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
今
年
７
月
（
予
定
）
の
定
期
総
会

で
解
散
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
解
散
以
降
も
新

潟
地
本
の
会
員
と
連
携
し
運
動
を
進
め
ま
す
。 

③
新
潟
・
高
崎
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
会

費
徴
収
お
よ
び
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
窓
口
を
本
部

Ｏ
Ｂ
会
が
行
い
ま
す
。 

④
各
地
本
の
実
情
に
踏
ま
え
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を

維
持
・
継
続
、
活
性
化
の
た
め
「
Ｏ
Ｂ
会
活
動
活

性
化
交
付
金
」
を
各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
に
交
付
し
ま
す
。 

⑤
現
役
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
東
労
組
の
組
織
拡

大
・
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
員
拡
大
を
取
り
組
み
ま
す
。 

⑥
各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
Ｏ
Ｂ
会
員

名
簿
を
整
理
し
、
転
居
、
加
入
、
退
会
な
ど
を
把

握
し
緻
密
な
組
織
運
営
に
努
め
ま
す
。 

⑦
各
地
本
、
地
区
、
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
交
流
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
て
Ｏ
Ｂ
会
組
織
の
強
化
を

目
指
し
ま
す
。 

⑧
Ｊ
Ｒ
東
労
組
・
Ｊ
Ｒ
総
連
推
薦
候
補
者
全
員
の
当

選
を
目
指
し
選
挙
活
動
を
行
い
ま
す
。 

⑨
Ｊ
Ｒ
東
労
組
議
員
団
を
中
心
に
、
関
係
す
る
議
員 

                                   

①

「
本
部
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
は
こ
れ
ま
で
通
り
年
６
回
発

行
す
る
。 

②

「
緑
の
風
」
「
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
会
員
宅
へ
の
郵
送

は
年
２
回
と
す
る
。（
７
月
・
12
月
） 

③

「
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
」
は
東
労
組
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
、
各
地
方

に
メ
ー
ル
で
配
信
を
す
る
。 

④

エ
ル
ダ
ー
会
員
に
は
従
来
通
り
郵
送
す
る
。
作
業
は
本
部

Ｏ
Ｂ
会
が
行
う
。 

 

当選おめでとうございます！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年お年玉クイズ 
答えは 

（300）号 
応募総数 ２１８件 

メールでの応募 ３４件 
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昨
年
暮
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
と
決
別

し
た
セ
ン
ト
ラ
ル
労
働
組
合
は
、
Ｊ

Ｒ
総
連
に
加
盟
し
ま
し
た
。 

２
月
23
日
、
関
東
・
名
古
屋
・
関

西
地
区
の
仲
間
が
集
ま
り
セ
ン
ト

ラ
ル
労
働
組
合
Ｏ
Ｂ
会
が
、
結
成
さ

れ
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
は
、
２
月

19
日
幹
事
会
に
出
席
し
た
各
地
方

の
代
表
で
「
檄
」
を
取
り
組
み
、
会

長
が
直
接
セ
ン
ト
ラ
ル
労
働
組
合

に
手
渡
し
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
は
、
現
役
を

支
え
Ｊ
Ｒ
総
連
運
動
を
東
海
の
地

に
残
す
た
め
に
奮
闘
す
る
セ
ン
ト

ラ
ル
労
働
組
合
Ｏ
Ｂ
会
と
固
く
連

帯
し
ま
す
。 

                                       

 
 

                           

 
 

                        

 

会
社
は
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
破
壊

と
言
え
る
昨
年
同
様
、
回
答
指
定

日
を
大
幅
に
早
め
３
月
６
日
、
格

差
が
拡
大
す
る
以
下
の
よ
う
な

回
答
を
示
し
ま
し
た
。 

定
期
昇
給  

６
，
３
８
９
円
（
１
．
７
８
％
） 

基
本
給
改
定  

１
３
，
７
８
２
円
（
３
．
９
０
％
） 

４
月
以
降
の
処
遇
改
善 

 

１
，
５
５
６
円
（
０
．
４
４
％
） 

ト
ー
タ
ル 

 

２
１
，
７
２
７
円
（
６
．
１
２
％
） 

エ
ル
ダ
ー
社
員 

基
本
賃
金
に
８
，
０
０
０
円
加
算 

夏
季
手
当 

２
．
８
ヶ
月 

 
 

  

 

組
合
は
回
答
を
受
け
、
到
底
納

得
で
き
な
い
こ
と
か
ら
妥
結
せ

ず
持
ち
帰
り
、
各
地
方
と
議
論
し

「
緊
急
再
申
し
入
れ
」
を
行
い
ま

し
た
が
要
求
の
前
進
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

中
央
本
部
は
、
春
闘
を
通
じ
組

織
強
化
・
拡
大
の
教
訓
と
今
後
の

課
題
を
明
確
に
し
た
こ
と
、
安
全

第
一
の
職
場
を
再
確
立
す
る
こ

と
な
ど
を
意
思
統
一
し
妥
結
し

ま
し
た
。 

 

 
 

                               

                                   

 

   

 

    

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
０
２
５
春
闘
も
期
間
中
の
組
織
拡
大
な
ど
、
組
織
的
な

成
果
を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。 

寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
春
の
風
に
桜
の
花
び
ら
が
舞
う
季
節
を

迎
え
よ
と
し
て
い
ま
す
。
桜
前
線
の
北
上
と
と
も
に
日
本
列

島
を
ピ
ン
ク
色
に
染
め
上
げ
ま
す
。 

 

各
地
方
本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
花
見
な
ど
の
レ
ク
を
開
催
し
会

員
相
互
の
親
睦
・
懇
親
を
深
め
る
計
画
を
立
て
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

            

レ
ク
な
ど
を
通
じ
、
心

身
と
も
に
健
康
な
体
を

手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

雪
解
け
を
待
っ
て
山

菜
取
り
を
計
画
さ
れ
て

い
る
会
員
の
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
そ
の
こ
ろ
は
ク

マ
も
冬
眠
か
ら
覚
め
る

頃
で
す
。
山
菜
が
生
え

て
い 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

本部事務所を埋める檄布
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そんな回答では納得できない！

緊急再申し入れでたたかう！

て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
野
生
動
物
の
生
活
エ
リ
ア
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
は
絶
対

に
行
動
し
な
い
こ
と
を
心
が
け
、
ド
ク
ゼ
リ
な
ど
、
山
菜
に

よ
く
似
た
毒
草
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
リ
ス
ク
管

理
を
怠
ら
ず
生
活
し
ま
し
ょ
う
。
（
釈
迦
に
説
法
で
し
た
） 

 

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
医
療
の
発
達
と
食
生
活
の
改
善

な
ど
に
よ
り
伸
び
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
健
康
寿
命
と

の
開
き
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。(

24
年
発
表
、
男
性
の 

) 

                                    

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事 

・
日
常
的
な
運
動
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

・
社
会
的
関
係
を
保
つ
、
特
に
一
人

暮
ら
し
の
人
は
趣
味
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
通
じ
た
交
流 

・
脳
ト
レ
、
認
知
症
予
防
、
ス
ポ
ー

ツ
や
楽
器
演
奏 

・
定
期
的
な
健
康
診
断
、
な
ど
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

少
し
で
も
長
く
健
康
な
体
で
生

活
す
る
た
め
に
、
レ
ク
や
趣
味
を
通

じ
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す

る
こ
と
と
、
大
好
き
な
飲
酒
は
節
度

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後
、

そ
の
よ
う
な
視
点
を
入
れ
た
Ｏ
Ｂ

会
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

                

セ
ン
ト
ラ
ル
労
働
組
合

Ｏ
Ｂ
会
結
成
！ 

 

最後まで戦うぞ！ 

の
平
均
寿
命
81.

09
歳 

健
康
寿

命
72.

57
歳
）
で
、
約
11.

5
年
は

日
常
生
活
に
制
限
が
あ
る
状
態
と

な
り
ま
す
。 

 

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
の
行

動
と
し
て 

・
禁
煙
、
本
数
を
減
ら
す 

・
節
度
あ
る
飲
酒
、
病
気
の
リ
ス
ク 

             

         

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
２
０
２
５
春
闘

は
、
昨
年
同
様
賃
上
げ
と
夏
季
手
当

の
同
時
期
議
論
と
な
り
ま
し
た
。 

春
闘
期
間
中
、
各
地
本
・
支
部
・

分
会
・
部
会
・
サ
ー
ク
ル
協
な
ど
、

多
く
の
組
合
員
・
未
加
入
者
の
仲
間

が
檄
布
や
檄
物
資
を
も
っ
て
本
部

激
励
に
訪
れ
ま
し
た
。
檄
布
に
は
多

く
の
Ｏ
Ｂ
会
員
の
名
前
も
力
強
く

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
各
地
方
・
ブ
ロ
ッ
ク
で
Ｊ
Ｒ

総
連
春
闘
勝
利
に
向
け
た
集
会
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
会
員
も
参

加
、
ハ
チ
マ
キ
を
締
め
現
役
と
ス
ク

ラ
ム
を
組
み
、
声
を
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
食
事
づ
く
り
な
ど
で
現
役

の
取
り
組
み
を
支
え
た
地
本
・
支
部

Ｏ
Ｂ
会
も
あ
り
、
現
役
と
の
一
体
感

を
創
り
出
し
ま
し
た
。 

   
 

 

各
集
会
で
は
賃
上
げ
と
同
時
に
、

社
員
代
表
選
挙
の
教
訓
報
告
、
「
被

害
者
が
加
害
者
に
さ
れ
た
！
Ｊ
Ｒ

東
日
本
武
蔵
小
金
井
駅
暴
行
事
件
」

に
象
徴
さ
れ
る
、
会
社
の
企
業
体
質

を
正
す
た
た
か
い
を
、
告
訴
し
た
被

害
者
を
支
え
組
織
を
挙
げ
て
た
た

か
う
意
思
統
一
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

                                         

課
題
は
賃
上
げ
の
他
に
も 

社
員
代
表
選
挙
教
訓 

企
業
体
質
を
正
す
た
た
か
い 

 

２
５
，
０
０
０
件
の
組
合

員
・
社
員
の
声
を
力
に

「
緊
急
再
申
し
入
れ
」 

 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
賃
上
げ
要
求 

・
ベ
ア
一
律
１
５
，
０
０
０
円 

・
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
を
１
５
，
０
０
０
円

引
き
上
げ 

・
定
期
昇
給
（
昇
給
係
数
４
）
完
全
実
施 

・
21
春
闘
で
の
昇
給
カ
ッ
ト
の
解
決 

・
第
二
基
本
給
制
度
の
凍
結 

・
65
歳
定
年
制
の
実
施 

夏
季
手
当 

３
．
２
ヶ
月 

 

「ＯＢニュース」が手
元に届くころは妥結し
ていると思いますが、現
在バス関東・バス東北・
ステーションサービス
は交渉継続中です。 

 

 

 

総
会
を
経
て
、
東
労
組
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
が
、
こ

の
３
月
号
を
お
試
し
で
掲
載
し
ま

す
。（
４
月
以
降
に
な
り
ま
す
） 

 


